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盛土の耐降雨性向上を目的とした盛土の耐降雨性向上を目的とした盛土の耐降雨性向上を目的とした盛土の耐降雨性向上を目的とした

排水パイプの最適施工仕様排水パイプの最適施工仕様排水パイプの最適施工仕様排水パイプの最適施工仕様
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�研究の背景研究の背景研究の背景研究の背景

排水パイプの特徴排水パイプの特徴排水パイプの特徴排水パイプの特徴

のり面に有孔管を打設

のり面に有孔管を打設のり面に有孔管を打設

のり面に有孔管を打設

・検討する排水対策として排水パイプを選定・検討する排水対策として排水パイプを選定・検討する排水対策として排水パイプを選定・検討する排水対策として排水パイプを選定
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排水パイプの特徴排水パイプの特徴排水パイプの特徴排水パイプの特徴

・水位を下げる・水位を下げる・水位を下げる・水位を下げる
・間隙水圧を下げる・間隙水圧を下げる・間隙水圧を下げる・間隙水圧を下げる

・施工実績が豊富・施工実績が豊富・施工実績が豊富・施工実績が豊富
・高い効果が期待できる・高い効果が期待できる・高い効果が期待できる・高い効果が期待できる

�排水パイプの耐降雨性向上効果の解析的な評価排水パイプの耐降雨性向上効果の解析的な評価排水パイプの耐降雨性向上効果の解析的な評価排水パイプの耐降雨性向上効果の解析的な評価

�排水パイプの最適施工仕様の検討排水パイプの最適施工仕様の検討排水パイプの最適施工仕様の検討排水パイプの最適施工仕様の検討
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排水パイプの解析モデル排水パイプの解析モデル排水パイプの解析モデル排水パイプの解析モデル

スキンエフェクトスキンエフェクトスキンエフェクトスキンエフェクト
（透水係数：（透水係数：（透水係数：（透水係数：ks））））

盛土材盛土材盛土材盛土材
（透水係数：（透水係数：（透水係数：（透水係数：k））））

排水パイプ排水パイプ排水パイプ排水パイプ

（中空円筒）（中空円筒）（中空円筒）（中空円筒）

�排水パイプのモデル化排水パイプのモデル化排水パイプのモデル化排水パイプのモデル化
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提案する手法を用いた解析結果提案する手法を用いた解析結果提案する手法を用いた解析結果提案する手法を用いた解析結果

（水位および間隙水圧の分布状況）（水位および間隙水圧の分布状況）（水位および間隙水圧の分布状況）（水位および間隙水圧の分布状況）

水位線より下方の間隙水圧の水位線より下方の間隙水圧の水位線より下方の間隙水圧の水位線より下方の間隙水圧の

低下を再現することが可能低下を再現することが可能低下を再現することが可能低下を再現することが可能

排水パイプ排水パイプ排水パイプ排水パイプ

水水水水 位位位位

スキンエフェクトスキンエフェクトスキンエフェクトスキンエフェクト

特性の定式化特性の定式化特性の定式化特性の定式化
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道床バラストの道床バラストの道床バラストの道床バラストの

めりこみ量めりこみ量めりこみ量めりこみ量 d=約約約約0.3(m)

線路勾配線路勾配線路勾配線路勾配aaaa（（（（‰‰‰‰））））
湛水幅湛水幅湛水幅湛水幅LLLL（（（（m））））

水が流下水が流下水が流下水が流下

盛土区間盛土区間盛土区間盛土区間

切盛境界または構造物境界部切盛境界または構造物境界部切盛境界または構造物境界部切盛境界または構造物境界部

�最適施工仕様の検討最適施工仕様の検討最適施工仕様の検討最適施工仕様の検討

湛水幅の考え方湛水幅の考え方湛水幅の考え方湛水幅の考え方
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�最適施工仕様の検討最適施工仕様の検討最適施工仕様の検討最適施工仕様の検討

湛水による影響範囲湛水による影響範囲湛水による影響範囲湛水による影響範囲
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湛水の影響によ湛水の影響によ湛水の影響によ湛水の影響によ
る地下水位上昇る地下水位上昇る地下水位上昇る地下水位上昇
範囲＝範囲＝範囲＝範囲＝40m40m40m40m程度程度程度程度

湛水幅＋湛水幅＋湛水幅＋湛水幅＋40m40m40m40mの範囲にの範囲にの範囲にの範囲に
排水パイプを打設排水パイプを打設排水パイプを打設排水パイプを打設
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�最適施工仕様の検討最適施工仕様の検討最適施工仕様の検討最適施工仕様の検討

排水パイプの打設高さ排水パイプの打設高さ排水パイプの打設高さ排水パイプの打設高さ

・過去の被災事例より，高さ約・過去の被災事例より，高さ約・過去の被災事例より，高さ約・過去の被災事例より，高さ約7.5m7.5m7.5m7.5mの盛土の崩壊事例が最多の盛土の崩壊事例が最多の盛土の崩壊事例が最多の盛土の崩壊事例が最多

・勾配は安全側を考慮して・勾配は安全側を考慮して・勾配は安全側を考慮して・勾配は安全側を考慮して1:1.51:1.51:1.51:1.5

1:1.51:1.51:1.51:1.5

作用作用作用作用ⅡⅡⅡⅡの降雨を与えるの降雨を与えるの降雨を与えるの降雨を与える
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7.5m7.5m7.5m7.5m
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約約約約4m4m4m4mのののの
水位上昇水位上昇水位上昇水位上昇

盛土底面から約盛土底面から約盛土底面から約盛土底面から約4m4m4m4mの範囲に排水パイプを打設の範囲に排水パイプを打設の範囲に排水パイプを打設の範囲に排水パイプを打設

純盛土純盛土純盛土純盛土
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�最適施工仕様の検討最適施工仕様の検討最適施工仕様の検討最適施工仕様の検討

排水パイプの施工条件の組み合わせ排水パイプの施工条件の組み合わせ排水パイプの施工条件の組み合わせ排水パイプの施工条件の組み合わせ
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表面水の集中を模擬した湛水表面水の集中を模擬した湛水表面水の集中を模擬した湛水表面水の集中を模擬した湛水
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総降雨量総降雨量総降雨量総降雨量450mm450mm450mm450mm，最大時間雨量，最大時間雨量，最大時間雨量，最大時間雨量180mm/h180mm/h180mm/h180mm/h
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(a)(a)(a)(a)打設間隔打設間隔打設間隔打設間隔1m1m1m1m (b)(b)(b)(b)打設間隔打設間隔打設間隔打設間隔2m2m2m2m (c)(c)(c)(c)打設間隔打設間隔打設間隔打設間隔3m3m3m3m
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�最適施工仕様の検討最適施工仕様の検討最適施工仕様の検討最適施工仕様の検討

排水パイプの施工条件の組み合わせ排水パイプの施工条件の組み合わせ排水パイプの施工条件の組み合わせ排水パイプの施工条件の組み合わせ
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打設間隔を打設間隔を打設間隔を打設間隔を1m1m1m1mで固定した場合で固定した場合で固定した場合で固定した場合 打設長さを打設長さを打設長さを打設長さを4m4m4m4mで固定した場合で固定した場合で固定した場合で固定した場合

排水パイプの長さが長い程，打設間隔が排水パイプの長さが長い程，打設間隔が排水パイプの長さが長い程，打設間隔が排水パイプの長さが長い程，打設間隔が
密なほど高い排水効果を発揮密なほど高い排水効果を発揮密なほど高い排水効果を発揮密なほど高い排水効果を発揮
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�最適施工仕様の検討最適施工仕様の検討最適施工仕様の検討最適施工仕様の検討

排水パイプの施工仕様まとめ排水パイプの施工仕様まとめ排水パイプの施工仕様まとめ排水パイプの施工仕様まとめ

盛土のり肩構造物に起因する盛土のり肩構造物に起因する盛土のり肩構造物に起因する盛土のり肩構造物に起因する

通水阻害の排水対策通水阻害の排水対策通水阻害の排水対策通水阻害の排水対策

排水パイプの長さ

排水パイプの長さ排水パイプの長さ

排水パイプの長さ
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切盛境界，構造物境界部切盛境界，構造物境界部切盛境界，構造物境界部切盛境界，構造物境界部
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盛土底面から地下水位が上昇盛土底面から地下水位が上昇盛土底面から地下水位が上昇盛土底面から地下水位が上昇

するのを抑制する対策するのを抑制する対策するのを抑制する対策するのを抑制する対策

非常にゆるい範囲

（N値4以下）

現場状況に応じて

現場状況に応じて現場状況に応じて

現場状況に応じて
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ノモグラムからノモグラムから

ノモグラムから

施工仕様を選定

施工仕様を選定施工仕様を選定

施工仕様を選定
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排水パイプの長さ
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�まとめと今後の課題まとめと今後の課題まとめと今後の課題まとめと今後の課題

パイプ本体を模擬した空洞と，その周囲に盛土材料よりも透パイプ本体を模擬した空洞と，その周囲に盛土材料よりも透パイプ本体を模擬した空洞と，その周囲に盛土材料よりも透パイプ本体を模擬した空洞と，その周囲に盛土材料よりも透
水性が低い材料を配置して排水パイプをモデル化した．水性が低い材料を配置して排水パイプをモデル化した．水性が低い材料を配置して排水パイプをモデル化した．水性が低い材料を配置して排水パイプをモデル化した．

不安定化しやすい構造として，切盛境界，落込勾配および橋不安定化しやすい構造として，切盛境界，落込勾配および橋不安定化しやすい構造として，切盛境界，落込勾配および橋不安定化しやすい構造として，切盛境界，落込勾配および橋
台背面に位置する盛土を対象に，湛水条件を設定した浸透流台背面に位置する盛土を対象に，湛水条件を設定した浸透流台背面に位置する盛土を対象に，湛水条件を設定した浸透流台背面に位置する盛土を対象に，湛水条件を設定した浸透流
解析により，その影響範囲を定量的に評価した．解析により，その影響範囲を定量的に評価した．解析により，その影響範囲を定量的に評価した．解析により，その影響範囲を定量的に評価した．

排水パイプの施工条件の組み合わせた浸透流解析と，その結排水パイプの施工条件の組み合わせた浸透流解析と，その結排水パイプの施工条件の組み合わせた浸透流解析と，その結排水パイプの施工条件の組み合わせた浸透流解析と，その結
果に基づく安定解析によりノモグラムを作成し，施工条件の果に基づく安定解析によりノモグラムを作成し，施工条件の果に基づく安定解析によりノモグラムを作成し，施工条件の果に基づく安定解析によりノモグラムを作成し，施工条件の
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果に基づく安定解析によりノモグラムを作成し，施工条件の果に基づく安定解析によりノモグラムを作成し，施工条件の果に基づく安定解析によりノモグラムを作成し，施工条件の果に基づく安定解析によりノモグラムを作成し，施工条件の
組み合わせによる最適な施工仕様を提案した．組み合わせによる最適な施工仕様を提案した．組み合わせによる最適な施工仕様を提案した．組み合わせによる最適な施工仕様を提案した．

その他，排水パイプを施工する必要がある条件を整理し，その他，排水パイプを施工する必要がある条件を整理し，その他，排水パイプを施工する必要がある条件を整理し，その他，排水パイプを施工する必要がある条件を整理し，
ノモグラムと合わせて施工仕様として整理した．ノモグラムと合わせて施工仕様として整理した．ノモグラムと合わせて施工仕様として整理した．ノモグラムと合わせて施工仕様として整理した．

谷渡り盛土については，不安定化要因と排水パイプの効果に谷渡り盛土については，不安定化要因と排水パイプの効果に谷渡り盛土については，不安定化要因と排水パイプの効果に谷渡り盛土については，不安定化要因と排水パイプの効果に
ついて検討を実施している．ついて検討を実施している．ついて検討を実施している．ついて検討を実施している．


